
 　平成２７年４月

近畿運輸局海事振興部
Ⅰ．造 船 業

　１．造 船 業 の 概 要

　本資料では近畿運輸局管内（大阪府、京都府、奈良県、滋賀県、和歌山県）の実績を示している。
　　（兵庫県については神戸運輸監理部が管轄）

　近畿運輸局管内の造船事業者は、平成２７年３月末現在で５６社５８工場です。
   平成２６年の総売上高（建造及び修繕の合計）は３９０億円で前年の上半期と比べると３６．
４％の増加となりました。
　内訳としては建造で２３５億円（前年比３２．８％増）、修繕で１５５億円（前年比４２．２％増）と
なりました。

※２０トン未満及び長さ１５ｍ未満の船舶の実績についても計上
※総トン数を有しない船舶（艦艇等）の実績についても計上

平成２６年 近畿地区の造船業・舶用工業の現況

 

   図Ⅰ- １　　総 売 上 高 の 推 移
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 2． 建 造 実 績

　

　平成２６年の建造実績は、１５９隻、２３５億円で、前年と比べると隻数で７％減、売上高
では３２．８％増と、隻数は減少したものの売上高は増加しました。
　内訳としては、ＦＲＰは１４７隻、５億円（前年比８．６％減、前年同）で、鋼船は１２隻、
２３０億円（前年比２０％増、３３．７％増）でした。

図Ⅰ- ２　建造隻数及び売上高の推移
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３．修 繕 実 績

　

図Ⅰ- ３　修繕隻数及び売上高の推移

　平成２６年の修繕実績は、１１０８隻、 １５５億円で、前年と比べると、隻数で１８．４％減、売上
高で４２．２％増と、隻数は減少しましたが売上高は増加しました。
　内訳としてはFRPは３７４隻、２億円（前年比４８．６％減、２８．６％減）で、鋼船は７３４隻、
１５３億円（前年比１６．５％増、４４．３％増）でした。
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Ⅱ．舶 用 工 業

１．舶 用 工 業 の 概 要

２．生 産 実 績

 　　　図Ⅱ- １　生 産 高 の 推 移

　 近畿運輸局管内の舶用工業事業者は、平成２７年３月末現在で１２８社１３０工場です。

　 平成２６年の総生産高（生産及び修繕の合計）は1,011億円で前年（平成２５年実績886.7億円）と比

べると14％の増加となりました。

航海用機器と係船・荷役機械は減少しましたが、その他の品目は全て増加となりました。

　平成２６年の生産高は966.4億円（前年比15.5％増）で、内訳としては舶用内燃機関は前年比24.2％の

増加、部分品・附属品、舶用補助機械はいずれもおよそ11％の増加、ぎ装品は5.1%の増加、

　品目別生産高で見ると、舶用内燃機関が301.4億円と最も多く、次いで、部分品・附属品が235.8億円、

ぎ装品が169.9億円、舶用補助機械が145.5億円となっており、これら４品目で全体の約88％を占めています。
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３．修 繕 実 績
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図 Ⅱ - ２ 品 目 別 生 産 高 及 び 構 成 比

図 Ⅱ - ３ 品 目 別 修 繕 高 及 び 構 成 比

　平成２６年の修繕高は45.4億円で、前年（平成２５年実績41.5億円）と比べると9.4％の増加となりました。

　品目別で見ると、舶用補助機械が22.6億円、舶用内燃機関が21.7億円となっており、この２品目で

修繕高の約98％を占めています。
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